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春日部市自治会連合会会報

自治会・町会・地区・区は地域の輪
　 自治会・町会・地区・区では、地震・風水害等の災害に備えて自主防災活動や要援護者の避難支援、青少年の

健全育成、安全・防犯パトロール、環境美化活動、住民同士の交流を深めるための活動等を行っています。
地域の輪を広げるため、自治会・町会・地区・区に加入しましょう。

第30号

を
、
日
ご
ろ
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
家
庭
、
学
校
、

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
は
挨
拶
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、

地
域
ぐ
る
み
で 

オ
ア
シ
ス
運
動

オ

　お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

ア

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ

　失
礼
し
ま
す
（
失
礼
し
ま
し
た
）

ス

　す
み
ま
せ
ん
（
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
）

を
、
日
ご
ろ
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
な
ど
で
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

■■自治会活動支援給付金アンケート調査自治会活動支援給付金アンケート調査（3ページ）（3ページ）
■■我が街の活動紹介我が街の活動紹介（4ページ）（4ページ）
■■地域貢献賞の受賞者／地域貢献賞の受賞者／■■役員役員研修会／研修会／■■研修会研修会（7ページ）（7ページ）
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※その他、自治会連合会の活動の詳細は、ホームページ※その他、自治会連合会の活動の詳細は、ホームページ
　(http://kasukabe-jichiren.net/)をご覧ください。　(http://kasukabe-jichiren.net/)をご覧ください。
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﹁
ち
び
っ
こ
農
園
隊
、
出
動
！
﹂

　
　
　
︵
撮
影
:
近
隣
の
契
約
農
家
の
畑
／
初
鹿
正
博
さ
ん
︶

　　　　◆ひとこと
　 　　　　 　みんなで力を合わせて “おいも” と笑顔を収穫しました。



　　春日部市自治会連合会会報　第 30 号　　2

令和７年度　令和７年度　自治会活動写真コンテスト自治会活動写真コンテスト

令和８年１月16日締結式を行いました

米崎区
「輝く米崎一致団結！」

仲町町内会「ラストラン」

武里中野地区自治会「夏祭り」

　最優秀賞には藤ヶ丘文化村自治会（表紙写
真）、優秀賞３点には、こちらに掲載の自治会
が選ばれました。自治連HPでは、全作品を掲
載しています。

　今回で６回目を迎えました。
17自治会から50作品の応募
がありました。

公益社団法人全日本不動産協会埼玉県本部県東支部公益社団法人全日本不動産協会埼玉県本部県東支部
と春日部市とのと春日部市との三者協定を締結しました三者協定を締結しました

　この協定は、不動産業界の各加盟店におきまして、住宅の販売やアパート・マンショ
ン等の管理・仲介を行う際に、自治会への加入の働きかけをしていただけるものとなっ
ており、自治会加入促進策として大きな効果が見込まれます。

優
作
秀
品
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※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。
　詳細は、自治会連合会ホームページ（http://kasukabe-jichiren.net/）をご覧ください。

自治会活動支援給付金 アンケート調査自治会活動支援給付金 アンケート調査
　春日部市から物価高騰の影響を受けている各自治会に対して、自治会活動の支援を目的に、令和７年
５月28日㈬に「自治会活動支援給付金」が各自治会に支給されました。
　令和７年11月～12月にかけて、各自治会あてに給付金の使用方法等のアンケート調査がありましたの
で、その結果をお知らせします。 ［回答数：147自治会］

1  給付金をどのように使用しましたか。
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イベントの開催費（夏まつり、
納涼祭、体育祭、秋まつり、
子ども会、敬老会、餅つき等）
集会所の整備（掲示板設置、外
壁修理、パソコン、テーブル、
イス、空調機等の購入）
自治会費や光熱費等に充当、
会員へクオカード等を配布

防災機器等の購入（消火器、ラ
ジオ、水、食料等）

その他（保険費用、お礼等）

3  給付金の満足度はいかがでしたか。
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2.4%
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74.4%57.9%満足
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やや不満
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4  給付前に比べて給付後は自治会の活動が
活性化したと思いますか。

5  給付金をどのように使用する予定ですか。
  （給付金をまだ使用していない自治会）
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65.6%

2.5%

32.0%32.0%

は　い

どちらとも
いえない

いいえ

集会所備品購入
（パソコン・空調、掲示板等）

イベント
開催費用

防災設備充実

光熱費等

役員手当

2 　 給付金を使用した結果、どのような効果
がありましたか。

その他（会費、需用費、保険費
に充てた）

集会所の修繕費用に充てること
が出来た

自治会活動への理解、協力度を
高めることが出来た

集会所のエアコンが新しくなり
会議等が快適に出来るように
なった

給付金を光熱費に充当して、余
裕が出た分をイベントの開催費
に活用し、今まで活動に参加出
来なかった人も自治会活動に興
味を持ってもらうことが出来た

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

38.5%

26.9%

19.2%

11.5%

3.8%

26.9%

1.6%

16.4%

6.6%

1.6% 38.5%

36.9%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

16.4%

6.6%



　　春日部市自治会連合会会報　第 30 号　　4

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

富
士
見
町
会
会
長
兼
防
災
士
の

津
山
で
す
。

　

初
め
に
富
士
見
町
会
は
何
処
に

あ
り
、
ど
ん
な
町
会
か
を
紹
介
し

ま
す
。

　

町
会
は
春
日
部
駅
東
口
、
元
大

手
ス
ー
パ
ー
ニ
チ
イ
跡
地
に
立
つ

マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
内
谷
陸
橋
ま

で
の
６
棟
、
三
須
医
院
さ
ん
が
あ

る
粕
壁
東
１
丁
目
付
近
、
そ
し
て

富
士
見
町
地
下
道
を
西
口
に
渡
り

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
、
や
ま
や
新
館
、
ラ
ラ
ガ

ー
デ
ン
春
日
部
さ
ん
付
近
ま
で
の

両
地
域
で
す
。

　

町
会
加
入
世
帯
数
は
３
４
３
世

帯
で
加
入
率
は
約
88
％
で
す
。

　

町
会
行
事
は
新
年
会
、
ミ
ニ
夏

祭
り
、
体
育
祭
、
防
災
訓
練
、
も

ち
つ
き
大
会
等
で
す
。

　

町
会
の
活
動
拠
点
は
西
口
地
下

道
の
所
に
あ
る
秋
葉
神
社
（
秋
葉

社
）
で
春
、
秋
の
例
大
祭
、
元
旦

祭
の
神
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
の
高
架
化
事
業
に
伴
い
秋

葉
神
社
の
境
内
も
用
地
買
収
の
対

象
と
な
り
社
殿
の
建
築
、
今
後
の

社
務
所
兼
集
会
所
の
建
築
も
控
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
西
口
へ
の
地
下
道
延
伸

工
事
が
令
和
７
年
11
月
か
ら
令
和

９
年
初
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
会
と
し
て
は
神
社
、
社
務
所

（
集
会
所
）
の
50
年
安
心
プ
ラ
ン

も
あ
り
、
今
後
は
持
続
可
能
な
若

手
人
材
の
発
掘
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

内
牧
四
区
地
区
は
、
北
春
日
部

駅
と
内
牧
小
学
校
の
中
間
に
位
置

し
、
地
区
の
中
央
に
は
内
牧
小
学

校
と
も
所
縁
の
あ
る
鷲
香
取
神
社

が
あ
り
、
閑
静
で
緑
の
多
い
地
域

で
す
。

　

当
地
区
は
戸
崎
自
治
会
、
四
方

谷
自
治
会
、
日
和
会
自
治
会
の
３

自
治
会
連
合
体
で
、
自
治
会
員
は

２
０
５
世
帯
29
班
編
成
で
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
３
自
治
会
合
同

の
行
事
は
、
５
月
の
春
の
ク
リ
ー

ン
デ
ー
、
10
月
の
地
区
体
育
祭
、

12
月
の
自
主
防
災
訓
練
が
あ
り
ま

す
。

　

各
単
位
自
治
会
の
主
な
行
事
は
、

高
齢
者
対
象
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、

親
睦
旅
行
、
地
区
内
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
等
、
恒
例
行
事
を
行
い
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

特
色
の
あ
る
活
動
と
し
て
は
、

体
育
祭
の
テ
ン
ト
内
に
敬
老
席
や

子
ど
も
席
を
設
け
三
世
代
で
の
交

流
と
全
世
帯
参
加
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
開
催
の
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
は
、
移
動
販
売

車
の
協
力
の
も
と
食
料
品
や
日
用

品
が
集
会
所
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
利
便
性
か
ら
高
齢
者

に
と
て
も
喜
ば
れ
、
季
節
ご
と
の

果
物
や
お
菓
子
な
ど
を
用
意
し
、

会
話
し
な
が
ら
ひ
と
時
を
過
ご
す

有
意
義
な
サ
ロ
ン
は
と
て
も
人
気

で
す
。

　

今
後
も
会
員
の
方
々
が
こ
の
地

区
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
役
員
一
丸

と
な
り
自
治
会
運
営
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

一
昨
年
、
設
立
か
ら
60
周
年
を

迎
え
た
当
自
治
会
は
町
名
を
も
た

な
い
数
少
な
い
自
治
会
の
ひ
と
つ

で
、
武
里
市
民
セ
ン
タ
ー
を
背
に
、

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
を
挟

み
東
西
３
０
０
世
帯
弱
の
組
織
と

な
り
ま
す
。
他
地
域
も
同
じ
悩
み

を
抱
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
高
齢

化
・
少
子
化
問
題
、
加
え
て
新
規

流
入
者
の
鈍
化
が
最
大
の
課
題
で
、

以
前
盛
況
に
行
わ
れ
て
い
た
数
々

の
行
事
の
中
止
が
残
念
な
状
況
で

す
。
会
員
の
高
齢
化
に
加
え
少
子

化
の
波
は
大
き
く
、
今
で
は
現
状

如
何
に
運
営
す
る
か
、
将
来
に
繋

げ
て
い
く
か
を
念
頭
に
活
動
を
続

け
て
い
る
現
状
で
す
が
、
子
ど
も

我が街の
活動紹介

令和７年度

①

②

③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

幸松地区 

豊春地区 

武里地区 豊野地区 

庄和 
地区 

内牧地区 

粕壁 
地区 

①

会長
津山 宏一

粕壁地区
富

士

見

町

会

②

区長
野村 三男

内牧地区
内
牧
四
区
地
区

③

会長
横島 一男

武里地区
備
後
同
友
自
治
会

番号は自治会の
所在を示します。

ふれあいサロン（買い物風景）

粕壁地区体育祭の集合写真
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達
の
見
守
り
や
、
夜
間
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
夏
休
み
の
思
い
出
作
り

に
ミ
ニ
縁
日
（
近
隣
自
治
会
と
共

催
）
市
民
セ
ン
タ
ー
整
備
活
動
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
暮
れ
の

会
員
交
流
会
な
ど
を
通
じ
、
親
睦

と
共
助
の
大
切
さ
を
繋
げ
て
い
く

姿
勢
を
ブ
レ
ず
に
継
続
中
で
す
。

　

ま
た
、
武
里
公
隣
防
災
対
策
連

絡
協
議
会
の
一
翼
を
担
い
、
近
隣

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
と
備
え

の
為
、防
災
訓
練
（
避
難
所
開
設
）

を
通
じ
、
も
し
も
の
時
の
協
力
体

制
構
築
に
力
を
注
ぎ
、
名
の
通
り

「
同
友
」
と
し
て
将
来
に
繋
が
る

こ
と
に
全
集
中
で
す
。

　

当
自
治
会
は
国
道
４
号
線
沿
い

の
北
は
備
後
歩
道
橋
か
ら
南
は
会

之
堀
川
迄
で
西
側
東
武
線
側
は
昭

和
40
年
か
ら
の
宅
地
開
発
に
よ
り

田
圃
か
ら
殆
ど
が
住
宅
地
に
な
り

ま
し
た
が
、
東
側
は
越
谷
市
と
隣

接
す
る
市
街
化
調
整
区
域
の
為
、

畑
と
雷
電
神
社
や
称
名
寺
の
昔
か

ら
変
わ
ら
な
い
風
景
が
残
っ
て
お

り
ま
す
。

　

会
員
数
が
96
世
帯
11
班
で
構
成

さ
れ
た
小
さ
な
自
治
会
の
為
、
近

隣
の
5
自
治
会
合
同
で
備
後
下
町

会
と
し
て
5
月
春
の
ク
リ
ー
ン
デ

ー
、
7
月
納
涼
祭
、
10
月
武
里
地

区
体
育
祭
の
参
加
、
11
月
防
災
訓

練
の
年
間
行
事
に
よ
り
他
の
自
治

会
と
約
半
数
の
会
員
が
集
い
会
員

間
の
親
睦
を
図
り
、
納
涼
祭
の
模

擬
店
で
は
昨
年
か
ら
始
め
た
射
的

が
好
評
で
お
子
様
の
列
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
防
犯
防
災
関

連
で
は
登
下
校
時
の
小
学
生
の
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
、
緊
急
災

害
発
生
時
の
携
帯
電
話
に
よ
る
緊

急
連
絡
網
を
元
消
防
署
員
の
役
員

が
中
心
と
な
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
高
齢
世
帯

が
増
え
会
員
数
の
増
加
が
見
込
め

な
い
地
域
で
役
員
の
選
出
が
難
し

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
安

全
と
安
心
を
維
持
す
る
た
め
に
は

現
在
の
自
治
会
活
動
の
継
続
が
必

要
で
あ
り
、
過
度
な
役
員
と
会
員

負
担
を
避
け
組
織
運
営
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
定
例
会
議
と
懇
親
会

を
通
じ
会
員
の
皆
様
に
協
力
と
理

解
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
富
東
地
区
は
国
道
16
号
の
東

側
に
位
置
し
、
春
日
部
ハ
イ
デ
ン

ス
自
治
会
。
豊
春
文
化
村
自
治

会
・
と
よ
は
る
台
サ
ン
ハ
イ
ツ
自

治
会
の
３
自
治
会
で
構
成
し
て
い

ま
す
。
世
帯
数
は
約
７
０
０
世
帯

で
す
。
主
な
取
り
組
み
は
、
5
月

に
町
内
の
ゴ
ミ
拾
い
や
公
園
の
草

取
り
を
ク
リ
ー
ン
デ
ー
の
取
り
組

み
・
総
代
会
を
実
施
、
年
末
に
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
２
月
に
防
災
ふ

れ
あ
い
会
な
ど
を
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
定
例
会
は
毎
月
第
４
土
曜

日
に
開
催
し
３
自
治
会
の
役
員
が

参
加
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。
各
自
治
会
で
は
、
祭
り
の

取
り
組
み
、
麻
雀
教
室
・
小
物
づ

く
り
な
ど
の
実
施
、
年
末
に
会
員

に
餅
の
配
布
、
新
入
生
に
図
書
カ

ー
ド
の
配
布
、
高
齢
者
に
商
品
券

の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
豊
春
地
区
13
自
治
会
で
実
施

し
て
い
る
防
災
訓
練
へ
増
富
東
地

区
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
取
り
組
み
で
は
、
16
号

線
沿
い
に
あ
る
た
め
コ
ン
ビ
ニ
駐

車
場
の
騒
音
・
排
気
ガ
ス
の
苦
情

で
、
コ
ン
ビ
ニ
の
親
会
社
と
交
渉

し
、
大
型
車
の
駐
車
場
へ
の
乗
り

入
れ
を
22
時
以
降
朝
6
時
ま
で
制

限
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
、
昨
年

の
火
災
で
は
、
各
自
治
会
か
ら
日

用
品
や
衣
服
を
集
め
て
い
た
だ
き

被
災
者
に
配
布
、
ま
た
入
居
先
が

決
ま
ら
な
い
被
災
者
の
住
宅
を
市

議
や
県
議
に
相
談
し
、
春
日
部
市

役
所
と
交
渉
し
確
保
、
集
会
所
を

開
放
し
て
一
時
避
難
所
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

当
地
区
は
、
16
号
線
と
４
号
線

の
交
差
点
を
中
心
に
、
ほ
ぼ
小
渕

地
域
の
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
６
棟
が
あ
り
ま
す
。

小
渕
に
鷺
神
社
が
あ
り
、
秋
の
祭

礼
と
元
旦
祭
を
６
自
治
会
で
、
３

年
毎
に
当
番
を
し
て
お
り
、
当
地

区
も
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
元
旦

祭
に
は
、
地
域
の
方
々
が
参
拝
に

来
ら
れ
、
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
17
年
に
、
地
縁
団
体
と

し
て
認
可
さ
れ
、
小
渕
本
村
地
区

防
災
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
平
成
27

年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
、
健
康
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
内
容
は
、
歩
行
・
生
演
奏

懇
親
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
為
中
断
し
て
お
り
ま
す

が
、
令
和
７
年
12
月
に
、
振
込
詐

欺
被
害
防
止
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
小
渕
小
学
校
と
幸
松
小
学
校

２
校
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
登
下
校

の
見
守
り
と
、
資
源
回
収
の
協
力

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
幸
松
小

学
校
は
、
約
80
名
通
学
し
て
お

り
、
当
地
区
か
ら
東
の
方
向
に
あ

り
、
朝
日
を
浴
び
て
登
校
す
る
様

⑤

区長
二瓶 省三

豊春地区
増

富

東

地

区

④

会長
上原 孝一

武里地区
備
後
下
自
治
会

我 が 街 の 活 動 紹 介

令和７年納涼祭　備後下自治会の模擬店

⑥

区長
箱﨑 秀世

幸松地区
小
渕
本
村
地
区

遊びを通じて子ども達に防災の大切さを指導

増富東地区  祭りに合わせて行った防災訓練



　　春日部市自治会連合会会報　第30号　　6

は
壮
観
で
す
。
自
分
も
元
気
に
な

り
、
少
子
化
の
時
代
、
子
ど
も
に

関
わ
る
こ
と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
献
身
す
る
人
々
が
つ
な
が
り
、

協
働
で
き
る
よ
う
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
、
藤
塚
地
区
中
央

部
に
あ
り
、
県
道
春
日
部
松
伏
線

と
、
は
な
み
ず
き
通
り
の
交
差
点

周
辺
区
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
２
６
３
世
帯
、
役
員
19
名
、

班
長
22
名
で
構
成
す
る
自
治
会
で

す
。

　

主
な
行
事
と
し
て
６
月
の
地
区

体
育
祭
は
、
役
員
と
班
長
の
他
に

子
供
会
や
親
睦
会
の
協
力
の
も
と

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
１
５
０

名
が
参
加
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７

月
下
旬
の
夏
祭
り
は
、
近
年
の
猛

暑
の
中
、
役
員
と
班
長
の
高
齢
化
、

参
加
者
の
減
少
で
規
模
を
縮
小
し

た
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
11
月
の

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
給
食
会
で
は
、

外
部
講
師
の
講
話
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
自
治
会
を
含
む
藤
塚
北
五
地

区
自
治
会
の
合
同
行
事
の
サ
ン
サ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
合
同
防
災

訓
練
で
近
隣
自
治
会
と
つ
な
が
り

を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
高

齢
化
に
伴
い
会
員
数
の
減
少
や
役

員
の
な
り
手
不
足
な
ど
自
治
会
運

営
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
特
に
若

い
会
員
の
皆
様
に
理
解
と
協
力
を

い
た
だ
き
自
治
会
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
中
野
区
は
庄
和
地
区
の
最
東

南
に
位
置
し
大
部
分
が
市
街
化
調

整
区
域
で
平
成
24
年
に
認
可
地
縁

団
体
に
指
定
さ
れ
た
９
割
高
台
に

位
置
し
た
自
治
会
で
す
。

　

区
内
に
は
焼
却
灰
の
埋
立
地
に

協
力
し
、
野
球
場
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
・
遊
具
場
等
が
整
備
さ
れ

た
「
ふ
れ
あ
い
公
園
」
が
あ
り
多

く
の
区
民
、
区
民
外
の
方
も
利
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
周
辺
に
は
桜

が
植
樹
さ
れ
桜
の
名
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
区
は
９
組
68
班
編
成
１
，

０
５
０
世
帯
前
後
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
区
長
・
副
区
長
２
名
・
会

計
・
組
長
９
名
・
監
事
２
名
・
評

議
員
２
名
・
班
長
68
名
で
構
成
し
、

総
会
は
班
長
以
上
の
役
員
85
名
で

実
施
。
民
生
委
員
・
防
犯
推
進
委

員
・
防
災
士
・
他
活
動
８
団
体
の

協
力
で
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

５
月
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、
６
月
避
難

所
開
設
訓
練
、
８
月
納
涼
祭
、
10

月
庄
和
体
育
祭
参
加
・
三
世
代
Ｇ

Ｇ
大
会
、
1
月
新
年
会
、
2
月
防

災
訓
練
等
で
す
。
11
月
香
取
神
社

獅
子
舞
協
賛
や
他
団
体
の
事
業
協

賛
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
納

涼
祭
は
例
年
中
野
太
鼓
会
の
演
奏
、

７
年
度
は
飯
沼
中
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
飯
中
ソ
ー
ラ
ン
披
露
等
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
中
野
小
学

校
児
童
の
下
校
時
見
守
り
立
哨
も

実
施
。
自
治
会
活
動
を
衰
退
さ
せ

ぬ
よ
う
、
役
員
・
委
員
・
団
体
で

協
力
し
、
時
代
に
則
し
た
自
治
会

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
、
東
武
ア
ー
バ
ン

パ
ー
ク
南
桜
井
駅
の
南
側
徒
歩
５

分
程
度
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
代
半
ば
に
、
旧
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ム
商
店
街
（
現
庄
和

銀
座
商
店
街
）
と
と
も
に
造
成
さ

れ
、
多
く
の
会
員
を
擁
し
て
い
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
会

員
数
の
大
幅
な
減
少
が
続
き
、
自

治
会
活
動
の
見
直
し
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。
数
年
を
か
け
て
自
治

会
内
の
班
編
成
の
見
直
し
が
議
論

さ
れ
、
令
和
６
年
度
末
の
自
治
会

総
会
で
令
和
７
年
度
当
初
よ
り
役

員
数
を
８
名
か
ら
５
名
に
減
少
さ

せ
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
の

活
動
は
、
５
月
に
春
の
ク
リ
ー
ン

デ
ー
の
実
施
、
10
月
に
家
庭
用
消

火
器
の
回
収
と
新
規
購
入
の
取
り

ま
と
め
、
11
月
に
親
睦
会
開
催
と

自
主
防
災
訓
練
の
実
施
、
3
月
に

自
治
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様
に
自

治
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
会
員
数

の
少
な
い
自
治
会
な
り
の
運
営
の

仕
方
」
の
工
夫
や
見
直
し
の
知
恵

を
出
し
合
っ
て
、
自
治
会
活
動
を

継
続
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

⑦

会長
田中　実

豊野地区
新
川
島
自
治
会

⑧

区長
澤田 英雄

庄和地区
東

中

野

区

⑨

会長
桑島 和恵

庄和地区
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
自
治
会

我 が 街 の 活 動 紹 介

登下校の子どもの見守り活動

親睦会　お弁当を食べたりビンゴゲームをしたりしました

避難所開設訓練　７年度東中野記念集会所

地区体育祭のグランドゴルフ



　　春日部市自治会連合会会報　第 30 号7

役員研修会

研　修　会

地域貢献賞表彰
　この賞は、身近な地域で地道にも立派な活動
をされている方々の功績をたたえるもので、今
年度は公共生活、生活安全、環境美化、社会福祉、
青少年指導、自然･文化財保護などの分野で21人
が表彰されました。
　長年の地域貢献に感謝いたします。
　受賞おめでとうございます。

令和７年11月12日
　近年各自治会において、自治会役員のなり手不
足、役員の負担増など様々な課題が浮き彫りにな
ってきている実情を踏まえ、今年度は「自治会役
員のなり手不足」「役員手当」をテーマにして意
見を交換しました。
　ぽぽら春日部アドバイザー市川さんをファシリ
テーターとして、役員からは様々なアイディアの
中で共通する考えとして「若い人を増やす」こと
が重要と考えていることがわかりました。様々な
意見を元に、今後
自治会連合会正副
会長会議及び理事
会にて検討して行
く予定です。

令和８年２月10日
　自治会への加入率の減少が続いている中、地域
においては、様々な課題を認識・共有し、それを
自主的・主体的に解決する力“地域共生力”の醸
成・向上を図り、地域コミュニティを活性化する
必要があります。今回の研修では、地区事例発表
では武里地区からは「武里公隣防災対策連絡協議
会」の活動について発表を行っていただきました。
　講演会では立川市大山自治会の前自治会長であ
る佐藤良子さんより
「住民に必要とされ
る自治会づくり」と
いうテーマで、実例
を交えてご講演いた
だきました。

【 推薦自治会名 " 個人・団体 】
東町町会"塚田　修己

川久保自治会"野本　博
元新宿町内会"小暮　正
内牧一区自治会"細井　照子
栄町１丁目町会"金子　聖子
栄町３丁目町会"湯山　ちづ子
正善第一自治会"櫻井　美代子

備後須賀第５自治会"古谷　暢
南中曽根地区会"萩原　一男

新方袋連合自治会"稲見　之男
小渕島自治会"深井　徹
西不動院野地区"坂巻　修一

牛島 4番地区自治会"鳴島　孝行
本田上自治会"渋谷　政則
三本木自治会"中島　美智子
六軒地区自治会"小平　忠篤

新生一区"石原　秀男
東中野区"松嶋　敏子

西金野井西区"亘理　勝子
有楽南桜井自治会"渡邉　武

西宝珠花区"増田　均
（自治会名称中の町会･地区･自治会等は略）
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発行者 ● 春日部市自治会連合会
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豊野地区自治会連合会　会長　中島 邦彦

　豊野地区は、古利根川と中川の２つの河川の
間にある縦長の地域で、藤塚、銚子口、赤沼の
３つの地区で構成され、藤塚地区は、交通の便
が良く住宅や商店が集中し豊野地区の中心的な
地区となっています。銚子口と赤沼地区には、
市指定無形民俗文化財の獅子舞があり、毎年３
回の獅子舞が行われています。この地域は、住
宅地と工業団地や農業地域ですが、現在、東埼
玉道路が建設中で産業団地の建設計画も進行中
です。交通渋滞や周辺の道路の問題が今後の課
題となっています。
　豊野地区自治会連合会は、３地区14の自治
会で構成され、春日部市自治会連合会と相互支
援協力し、社会福祉協議会や市の各行政関係の
支援、協力により積極的に福祉、防犯、防災等
の活動を行い、特に防災活動においては豊野地
区災害対策協議会を設立し、防災倉庫防災用品、
機材の充実や防災意識の向上をめざし避難訓練
や避難所開設訓練を行っています。また近年、
各自治会において高齢化により会員の減少や高
齢者の支援が課題となっています。課題の解決
に向け豊野地区自治会連合会では、高齢者を対
象とした会食会やお助け隊への援助協力、若い
世代から高齢者まで参加できる楽しい催しを企
画し世代間の交流と近所の交流を図り強い絆を
作り防犯、防災に役立て地域の皆様が安心、安
全で暮らせる地域作りに努力してまいります。
　今後とも、豊野地区と豊野地区自治会連合会
にご支援をよろしくお願い致します。

■■自治会活動支援給付金アンケート調査自治会活動支援給付金アンケート調査（3ページ）（3ページ）
■■我が街の活動紹介我が街の活動紹介（4ページ）（4ページ）
■■地域貢献賞の受賞者／地域貢献賞の受賞者／■■役員役員研修会／研修会／■■研修会研修会（7ページ）（7ページ）
■■豊野地区の紹介／豊野地区の紹介／■■自治会加入促進事業／自治会加入促進事業／■■連合会役員一覧連合会役員一覧（8ページ）（8ページ）

豊 野

　地区の紹介

赤沼自治会／中村 勝見
銚子口自治会／中島 邦彦
本田上自治会／森田 雅夫
本田中自治会／酒井 秋男
本田下自治会／小川 喜美雄
藤塚新田自治会／田中 一男
三本木自治会／高橋 栄二

荻原地区自治会／内海 政弘
藤ヶ丘自治会／田辺 晴彦
野口自治会／小田 維廉
新川島自治会／田中 実
藤ヶ丘文化村自治会／小川 保
六軒地区自治会／秋山 昭司
豊野町自治会／蓮見 満
（令和８年３月現在／名簿順）

豊野地区自治会連合会  [14自治会]

　※ 詳細は、春日部市自治会連合会ホーム
ページをご覧ください。

■会長
　伊澤　秀雄（大枝地区自治会）
■副会長
　並木　素生（立沼町会）
　野村　三男（内牧四区地区）
　岡本　文雄（ルネ春日部自治会）
　鈴木　敏仁（牛島４番地区自治会）
　中島　邦彦（銚子口自治会）
　細谷　悟（西金野井西区）
■理事
　松永　彰（春日町町内会）
　津山　宏一（富士見町会）
　飯山　雅一（元町町会）
　白石　昌三（中央二丁目町会）
　田中　良司（梅田二区自治会）
　高橋　泰稔（正善第一自治会）
　久保谷　実（備後須賀第二町会）
　香山　幹男（一ノ割本田第三自治会）
　山崎　勇喜（武里中野地区自治会）
　田中　潤一（大畑自治会）
　二瓶　省三（増富東地区）

　高橋　寿昭（上蛭田西自治会）
　細井　隆治（下蛭田中央自治会）
　齋藤　安行（道口蛭田地区自治会）
　菱沼　和保（小渕島自治会）
　髙﨑　光英（西不動院野地区）
　田中　実（新川島自治会）
　小川　保（藤ヶ丘文化村自治会）
　森田　伝（米崎区）
　嶋村　清（永沼区）
　早津　祐一（上吉妻区）
■事務局長
　森　義久（栄町三丁目町会）
■会計
　岡安　高明（一宮町町会）
■監事
　庄野　豊（大枝東自治会）
　小島　悦郎（下大増自治会）
　蓮見　満（豊野町自治会）
■会報編集委員
　会長･副会長の兼任

（敬称略）

連合会役員一覧

自治会加入促進事業
　令和７年度に実施した各地区自治会連合会の加入促
進キャンペーン等について紹介します。

１．自治会加入促進の掲示
　令和７年11月１日から11月30日まで、市役所本庁
舎１階から３階に設置してあるデジタルサイネージで
自治会PRの掲示を実施

２．各地区での加入促進キャンペーン
庄和地区●８月30日㈯（春日部大凧花火大会）
　　　　 ●10月12日㈰（庄和地区体育祭）
会場：レジデンシャルパークＳＨＯＷＡ（庄和総合公園）
豊春地区●11月９日㈰　10時30分から11時30分
会場：コープみらい
幸松地区●11月17日㈪
会場：生鮮市場トップ春日部店
豊野地区●11月18日㈫
会場：朝日屋　駐車場
粕壁地区●11月18日㈫
会場：ララガーデン春日部広場
武里地区●11月23日㈰　10時30分から11時30分
会場： 薄谷自治会・武里中野地区自治会・大枝地区内

の戸建分譲地
内牧地区●12月21日㈰　10時から11時
会場：内牧地区公民館まつり


